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■日 時：令和４年７月１日（金） 13：00～14：55  

■場 所：庄原市ふれあいセンター 

■対象者：庄原市内各小・中学校の図書館担当者22名，学校司書10名 

 
 児童生徒の主体的・意欲的な学習活動や読書活動を促進する学校図書館づくりについて研修す

ることを通して，学校図書館担当者と学校司書が連携し，図書館の活用と児童生徒の読書活動の

充実を図る。 

目 的 

令和４年度庄原市学校図書館研修会 兼 学校司書研修会 

 学習指導要領における学校図書館の位置付け等について確認

するとともに，令和４年３月に策定した「庄原市子供の読書活

動推進計画（第四次計画）」について周知した。 

・庄原市では「庄原の子供は今読んでいる本がいつも鞄に入っ

ている」を合言葉に，具体目標を定め，学校・家庭・地域が

一緒になって読書活動をさらに推進していく。 

・読書活動推進は学校全体で行う必要がある。そのため，特に

学校図書館担当者と学校司書の連携，協働は重要である。 

講話 「学校における読書活動推進について」 

         庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 小谷 綾子 

 

実践発表・交流・協議 「学校全体で行う読書活動推進の取組について」 

          庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 小谷 綾子 

実践発表者 庄原市立高小学校 教諭 合原 直登 

高小学校における読書活動推進の取組について，環境整備，読書ボラ

ンティアとの連携，全校での取組，子供司書の活動，授業における学校

図書館活用，の５つの視点で実践発表した。 

また，他の学校については，グループ内で実践交流した。 

高小学校の取組 

…毎月23日「高小子供読書の日」のイベント（福袋キャンペーン，スタ

ンプラリー，ビブリオバトルなど），国語科授業でのリーフレット作

成やあらすじ紹介など 

他の学校の取組 

…貸出機会増加のための放課後開館，書店店員の指導によるポップ作り

など 
【参加者の感想】 

◇ 子供司書や図書委員が中心となる読書推進活動として，児童による読み聞かせをしたり，多ジャ

ンルの本を読むための取組を児童とともに考えたりしたい。 

◇ 交流を通して，ポップ作成やラッピング本の中にメッセージを入れるなどの他校の取組を聞き，

実施したい活動が数多くあったので，学校司書とともに取り組みたい。 

◇ 生徒達の安心安全を考えた本の貸し出しを大切にしていく。と同時に，生徒の興味・関心を広げ

られるよう，図書室内にとどめず活動範囲を広げたい。 


